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1. 事業概要説明
1-(1). 研究開発の背景・目的

標準化機関等

FAA EASA

ICAO
(AAM Study Group)

法規制・MoCの検討材料

意見表明 国際標準及び勧告方式の採択、
シカゴ条約付属書の採択及び改正審議等

•多様な分野の製品
やマネジメントシステ
ム等の国際標準を
発行

• UASに加え、AAMも
スコープに追加

•多様な分野の試験
方法や仕様、作業
方法等を標準化

•航空分野でも幅広
い標準が策定され、
FAAが引用

•航空宇宙機器・自
動車関連の民間標
準化団体

•大型機体を中心に、
機体・システム・動力
源等の標準をFAAが
引用

•航空システムに特化
した団体

•空港のセキュリティや
カウンターUASといっ
た機体以外もスコー
プとし、標準をFAAが
引用

•航空（機体や地上
設備、システム）に関
する標準を作成する
団体

• WGの50%がRTCA
と、10%がSAEと連
携し標準をEASAが
引用

ISO ASTM SAE RTCA EUROCAE

JCAB、各国航空局

• 63カ国の航空局と
産業界が参加

•機体認証、オペレー
ター・操縦士、安全リ
スク管理、自動化を
中心にガイダンスマテ
リアルを作成

左記同様 左記同様

法規制・MoCの検討材料

JARUS

ドローンや空飛ぶクルマの法規制・国際標準は、国際的な連携の下で策定される。
海外の動向を把握してハーモナイズすること、また日本の取組を海外で認知してもらうことで日本
企業のグローバル市場開拓が進むことを目指している。
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1. 事業概要説明
1-(2). 研究開発の実施体制・調査実施計画

調査実施計画

実施体制
PwCコンサルティング合同会社

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

研究開発/調査項目全体

(1)国際的動向の把握

(2)ルール形成戦略の策定

(3)成果発信と実施者間の
情報共有

規制・国際標準化動向に関する継続的な調査・情報発信

Webサイトの構築・運用

調査・レポート作成の月次での作成・公開

現状把握 戦略策定
標準化実施の呼びかけ

戦略の見直し

内部ポータルの構築・運用

展示会や成果報告会での情報発信

意見交換会の定期的な実施
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1. 事業概要説明
（参考）実施内容

海外⇒国内

国内⇒海外

国内⇒国内

実施内容

• 海外動向を国内で共有する月次レポートの公開

• 海外動向をより詳しく説明する意見交換会の開催

• ReAMoプロジェクトWebサイトの運用

• 海外展示会での出展や講演の実施

• 国内展示会での出展や成果報告会の実施

• 市場形成・獲得に向けた課題の特定

本調査では、海外動向を国内に伝え、国内の取組を海外に伝えることで国際社会との協調や
海外展開を促進する。また、国内でも取組を認知・理解いただく活動を行っている。



２.2024年度までの取組内容と成果
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2. 2024年度までの取組内容と成果

事業内容 取組内容 2022～2024年度の成果

海外⇒国内

• 海外動向を共有する
月次レポートの公開

• 海外動向をより詳しく
説明する意見交換会の
開催

• 海外制度や国際標準化動向に関するレポートを月次で発行した。
• 制度・標準化動向、今後見込まれる標準化テーマ等、ホットト
ピックを共有する意見交換会を実施した。2024年度はSORA2.0か
ら2.5への更新点、ドローンや空飛ぶクルマの法規制・国際標準
化動向を説明する意見交換会を実施。

国内⇒海外

• ReAMoプロジェクト
Webサイトの運用

• 海外展示会での出展や
講演の実施

• 各種イベントの開催案内、コンソからのリリース掲載、Web
サイトのセキュリティ向上のためサイトとプラグインの自動更
新有効化を行った。

• 海外での講演会参加に関する情報の発信や、海外向けの講演
資料の掲載を行い、英語ページのコンテンツを拡充した。

• 海外展示会（ADW（オランダ）やICAO AAM Symposium（カナ
ダ）等）にて展示ブースの設置やパネルディスカッションを実
施し、日本のドローン・空飛ぶクルマの取り組みを発信した。

国内⇒国内

• 国内展示会での出展や
成果報告会の実施

• 優先度の高い標準化
分野の特定

• 国内展示会に出展し、ReAMoプロジェクトの認知度向上と次世
代空モビリティの社会受容性を高めることに貢献した。

• ReAMoプロジェクトシンポジウムを開催した。
• 欧米において標準規格を分析する取組をもとに、ドローン・空
飛ぶクルマ分野で優先的に標準化に取り組まれている領域を特
定した。



2. 2024年度までの取組内容と成果
2-(1). 海外⇒国内
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欧米の法規制を解説 国際的な議論の場へ参加し、内容を共有

ドローン・空飛ぶクルマの法規制や国際標準に関する動向、国際イベントや重要文書の内容を
月次でReAMoプロジェクトWebサイトに掲載している。
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2. 2024年度までの取り組み内容と成果
2-(1). 海外⇒国内

これまで月次レポートに掲載した個別トピックは以下の通り。

年月 内容

2024年4月 Amsterdam Drone Week 2024（2024年4月16日-18日開催）

2024年5月 EUROCAE Annual Symposium 2024（2024年4月24日–25日開催）

2024年6月 2024年米国連邦航空局再授権法

2024年7月 空飛ぶクルマの機体の認証に関するFAA、EASAのハーモナイゼーション

2024年8月 FAA Roadmap for Artificial Intelligence Safety AssuranceとEASA Artificial Intelligence 
Roadmap 2.0の比較

2024年9月 ICAO 「Advanced Air Mobility Symposium 2024」（2024年9月9日–12日開催）

2024年10月 EASA 「Innovative Air Mobility Implementation Forum」（2024年10月22日–23日開催）

2024年11月 欧州、米国、カナダ、ブラジルの航空当局による連携戦略（2025-2030）

2024年12月 EASA 「Rotorcraft and VTOL Safety Symposium」（2024年11月4日開催）

2025年1月 GUTMA 「Harmonized Skies 2024」（2024年11月13日–15日開催）

2025年2月 FAA 「パワードリフト機の操縦士技能証明や運航基準等」



動画リンク
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2. 2024年度までの取り組み内容と成果
2-(1). 海外⇒国内

2024年度は4回の意見交換会を開催し、ドローンや空飛ぶクルマに関する重要な情報を掘り
下げて共有している。

年月 回数 内容

2024年度

第1回
制度・標準化に関する第1回意見交換会（SORA 2.5）
2024年11月6日（水）15時00分から16時30分
オンライン形式（Webex Webinars）

第2回
制度・標準化に関する第2回意見交換会（ドローン）
2025年2月6日（木）10時00分から11時30分
オンライン形式（Webex Webinars）

第3回
制度・標準化に関する第3回意見交換会（空飛ぶクルマ）
2025年3月14日（金）15時00分から16時30分
オンライン形式（Webex Webinars）

第4回
制度・標準化に関する第4回意見交換会（ASEAN調査）
2025年3月26日（水）13時00分から14時00分
オンライン形式（Webex Webinars）

https://reamo.nedo.go.jp/introduction/introduction_2_1_1_1#al03
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2. 2024年度までの取り組み内容と成果
2-(1). 海外⇒国内

意見交換会では、欧米の最新事例を共有し、日本での検討を促進しようとしている。

SORA 2.5
リスクを定量的に評価する動きが欧米で進んでお
り、SORA2.5の地上リスク評価はその代表例

空飛ぶクルマに関する法規制・国際標準化動向
機体の開発・認証状況だけではなく、Vertiport
の設計仕様も検討が進展

内在的な地上リスククラス

UASの最大直径（m） 1 3 8 20 40

最大速度（m/s） 25 35 75 120 200

クリティカル・エリア 6.5 65 650 6500 65000

最
大
人
口
密
度

（
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

立ち入り管理区域 1 1 2 3 3

5未満 2 3 4 5 6

50未満 3 4 5 6 7

500未満 4 5 6 7 8

5,000未満 5 6 7 8 9

50,000未満 6 7 8 9 10

50,000超 7 8 SORAの対象外

▲意見交換会資料より抜粋

バーティポートに設計仕様の主な変更点

マーキング

他のクラスのヘリポートと整合させる
ため、バーティポートの表示を更新し、
タッチダウン・離陸エリア（TLOF）に
「VTL」のマーキングを追加した

ジオメトリー
TLOF、FATO、及びSafety Areaを
定義する寸法（Dimension）を設定
した

駐機場

地上でのタキシングだけでなく、
空からのタキシングやホバーでの
タキシングをサポートする大きな
駐機場を設けた

ダウンウォッシュとアウトウォッシュ
の注意エリア

バーティポート計画上、風速が
34.5mph（55.5kph）を超える可能

性のある場所にはダウンウォッシュ
／アウトウォッシュ注意区域
（DCA）を追加した

▲意見交換会資料より抜粋
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2. 2024年度までの取り組み内容と成果
2-(2). 国内⇒海外

プロジェクト公式サイトの英語ページについても管理・運営している。

▲ReAMoプロジェクトウェブサイトの
英語ページを管理・運営 ▲事業紹介動画の英語版▲飛行レベルに関する資料

▲海外カンファレンスへの参加告知と講演資料の掲載
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2. 2024年度までの取り組み内容と成果
2-(2). 国内⇒海外

海外向けの成果発信のため、海外展示会への出展や講演等を行っている。

2024年度に参加した海外イベント
2024/4/16-18 Amsterdam Drone Week 2024

2024/9/9-12 ICAO Advanced Air Mobility 
Symposium 2024

2024/10/17 Amsterdam Drone Week 
Webinar

▲Amsterdam Drone Week 2024のブース ▲Amsterdam Drone Week 2024での
パネルディスカッション

▲ICAO Advanced Air Mobility Symposiumの
ブース
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2. 2024年度までの取り組み内容と成果
2-(3). 国内⇒国内

国内向けの成果発信のため、国内展示会への出展や、プレゼンテーション、成果報告会等を
行っている。

これまで参加した国内イベント

2024/5/10 ReAMoプロジェクト
シンポジウム2024

2024/6/5-7 Japan Drone2024

2024/7/24-26 第10回国際ドローン展

2024/11/29-30 ロボット・航空宇宙フェスタ
ふくしま2024

2024/12/18-19 Japan Drone in 関西

ロボット・航空宇宙
フェスタふくしま2024
でのブース

Japan 
Drone2024での
ワークショップ

ReAMoプロジェクト
シンポジウム2024
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標準規格一覧の
作成・管理を依頼

一覧を更新、提供

EUSCGが収集した
800件超の国際規
格・規制を分析し、
国際標準・規制の
不足部分の特定・
対応を提言

UASの標準化の現状
と望ましい状況を
説明する、包括的
なロードマップと
不足部分の特定・
対応をレポートで
提言

調査に参加
欧州UAS標準調整グループ

2022年5月～2024年5月
HORIZON 2020 funding PJ 米国規格協会

欧州 米国

2. 2024年度までの取り組み内容と成果
2-(3). 国内⇒国内

欧米では、既存規格の活用可能性の分析や、標準が不足する領域の特定を行っている。
国内の関係者がどのテーマでどの標準化団体/WGに参加すべきかわかるように、分析を行った。
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2. 2024年度までの取り組み内容と成果
2-(3). 国内⇒国内

米国規格協会（ANSI）は、標準が不足する73の領域を特定し、対応の優先度順に分類し
ている。機体関係では、明確な規制や規格のないサイバーセキュリティやAI関連の規格開発を
勧告している。 優先度高

(Tier 1)
優先度高

(Tier 2)
優先度高

(Tier 3)凡例： 優先度中 優先度低

事業領域 ギャップ
標準化機関

ASTM RTCA SAE EUROCAE ISO JARUS その他

機体製造

機体設計 UASの設計・建設（D&C）基準 F38.02 ― S-18 ― ― ― ―

個別
システム

UASシステムの安全性 F38.01 ―
S-18, 18A 

― ― SRM IEEE等
AS-4

アビオニクスとサブシステム F38.01 SC-228 SAE ITC WG-105 JTC1/SC6 SRM IEEE等

UAS航法システム F38.01 SC-228 SAE ITC WG-105 ― ― IEEE等

ソフトウェアの検討と承認 F38.01 SC-240
S-18A WG-63

― ― ―
A-6A3 WG-117

UASに対する様々な危険の緩和システム ― ― E-41, G-28 ― ― ― ―
UASの第三者上空飛行におけるリスク軽減策としてのパ
ラシュートまたはドラッグシュート F38.01 ― ― ― ― ― ―

UASの飛行データとボイスレコーダー F38.01 SC-228 SAE ITC WG-118 ― ― IEEE等

UASのサイバーセキュリティ F38.01 SC-216 ― WG-72 ― SRM 3GPP等

企業運用： 自動化／自律化と人工知能のレベル ― ― S-18, AS-4 WG-105 ― SRM ―(政府機関)

UASのためのブロックチェーン F38.01 ― S-18 ― ― ― IEEE等

C2 緊急対応時の自動化のためのC2ソフトウェア仕様 F38.01 SC-240 ― WG-105 ― ― ―(政府機関)

DAA 探知・回避（DAA）能力
F38.01

SC-228 ― ― ― ― 3GPP等
F32

整備 UASの保守点検（M&I） ― ― SAE ITC ― ― ― ―

装備品・
周辺機器
製造

素材 ― ― ― ― ― ― ― ー
エネルギー ― ― ― ― ― ― ― ー
ペイロード ― ― ― ― ― ― ― ー

動力・
揚力・
推進機構

電気システム ― ―
AE-10

― ― ― IEEE等
AE-11

動力源と推進システム F38.01 SC-228 AE-7F WG-113 ― ― IEEE等

騒音、排出ガス、燃料の排出 ― ― A-21 ― TC 20/SC16 ― ―(政府機関)

ドローン
ポート UASのための飛行場施設の設計と運用 F38.04 SC-228 ― WG-105 ― ― ―(政府機関)
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2. 2024年度までの取り組み内容と成果
2-(3). 国内⇒国内

ASTMでは、策定中のBVLOS規則で活用できる規格だけでなく、BVLOS運航に必要な操縦
士技能やリモートID、UTM、DAA（前頁）に関する規格までカバーしている。

事業領域 ギャップ
標準化機関と該当WG

ASTM RTCA SAE EUROCAE ISO JARUS その他

運航・
操縦

運航

プライバシー ― ― ― ― JTC1/SC 27 ― 警察関連団体
TC 20/SC 16

継続的な運用の安全性（COS） ― SC-228 AS-4 WG-63 ― SRM IEEE等
S-18A

目視外飛行（BVLOS） F38.03 SC-228 SAE ITC WG-105 ― SRM ―

人の上空でのUAS運用（OOP） F38.02 ― ― ― ― ― ―

操縦者
技能

用語 F38 SC-228 ― ― ― ― IEEE等

マニュアル F38 SC-228 ― ― ― SRM AUVSI等

インストラクターと機能領域資格 F38 SC-228 ― ― ― ― ー

リモートパイロット以外のUAS搭乗員の訓練と認証 F38 SC-228 ― ― ― SRM ー

UASメンテナンス技術者 F38 SC-228 ― ― ― ― ー

コンプライアンスと監査プログラム（作業完了） F38 SC-228 ― ― ― ― ー

ディスプレイとコントロール（作業完了） F38 SC-228 ― ― ― ― ー

UAS運用における人的要因 F38 ― ― ― ― ― NFPA等

運航管理・
運航支援

UTM

UTMサービス性能基準 F38.02 ― ― ― ― SRM IEEE等

リモートID：直接ブロードキャスト型 F38.04 ― ― ― ― ― 3GPP等

リモートID：ネットワーク型 F38.04 ― ― WG-105 ― SRM 3GPP等

ジオフェンスの交換 F38 ― ― WG-105 ― ― ―

ジオフェンスのプロビジョニングと処理 F38.04 ― ― WG-105 TC 20/SC 16 SRM ―

UASサービスサプライヤー（USS）のプロセスと品質 ― ― ― ― ― SRM ―

観測機器 UASの運用と天候 F38.03 SC-228 SAE ITC ― ― ― ―(政府機関)

通信

航空業界と携帯電話業界の標準の整合性 F38.01 SC-228 ― WG-105 ― SRM IEEE, 3GPP等
スプーフィングやジャミングを含む全地球航法衛星信
号（GNSS）干渉からの保護 ― SC-228 ― ― ― ― IEEE等

免許不要のスペクトラム干渉の予測可能性 F38.03 ― ― ― ― ― ―

優先度高
(Tier 1)

優先度高
(Tier 2)

優先度高
(Tier 3)凡例： 優先度中 優先度低
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2. 2024年度までの取り組み内容と成果
2-(3). 国内⇒国内

優先度の高い旅客輸送やセンシングといったアプリケーションは、ASTMで扱われている。

事業領域 ギャップ
標準化機関と該当WG

ASTM RTCA SAE EUROCAE ISO JARUS その他

サービス アプリケー
ション

UASデータの取り扱いと処理 ― ― ― WG-105 ― SRM ―

発電所および産業プロセスプラント資産のUAS検査 ― ― ― ― ― ― ASME

クレーンの検査 ― ― ― ― ― ― ASME

ドローンを使用した建物ファサードの検査 E06.55 ― ― ― ― ― ―

UASを使用した低層住宅および商業ビルの検査 ― ― ― ― ― ― ―

橋梁の点検 E06.55 ― ― ― ― ― ―(政府機関)

鉄道検査： 危険物（HAZMAT）輸送のための車両
検査 ― ― ― ― ― ― ASME

鉄道検査： BVLOS運用 AC-478 ― ― ― ― ― ASME等

鉄道検査：夜間運行 AC-478 ― ― ― ― ― AREMA等

UASを使用した送電線、構造物、周辺の検査 F38 ― ― ― ― ― ASME等
UASを使用した農薬散布 ― ― ― ― TC 23/SC 6 ― ―
UASによる商業用荷物の配達 AC-478 SC-228 S-18A ― ― ― ―

職場で運用されるUASに対する労働安全要件 ― ― ― ― TC 23/SC 6 ― ―(政府機関)

パイプラインおよび操業施設の検査-BVLOS 操作 AC-478 ― ― ― ― ― ASME等

パイプラインと操業施設の検査-センサーの検証と使用 ― ― ― ― ― ― ASME等

空港業務におけるUAS ― SC-228 ― ― ― ― ―

UASによる商業貨物輸送 F38 SC-228 ― ― ― ― ASME等
UAS を利用した商業旅客輸送（少数の旅客および／ま
たは貨物を運ぶ短距離便 F38 SC-228 ― ― ― ― ―

UASによる商業旅客輸送（多数の旅客を運ぶ長距離便） ― SC-228 ― WG-105 ― ― ー

商業的センシングサービス F38 ― ― ― ― ― ASME等

ニュース収集のためのsUASの利用 ― ― ― ― ― ― ―

優先度高
(Tier 1)

優先度高
(Tier 2)

優先度高
(Tier 3)凡例： 優先度中 優先度低

* ASME：The American Society of Mechanical Engineers
AREMA：American Railway Engineering and Maintenance-of-Way Association
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2. 2024年度までの取り組み内容と成果
2-(3). 国内⇒国内

公共安全に関するアプリケーションは、航空分野の標準化機関よりも国内の業界団体や政府
機関で規格策定を進めているとみられる。

事業領域 ギャップ
標準化機関と該当WG

ASTM RTCA SAE EUROCAE ISO JARUS その他

サービス
アプリケー
ション

公共安全活動のためのsUASの使用 F32.01 ― ― ― ― ― NFPA

UASを使用した危険物対応と輸送 F38 ― ― ― ― ― NFPA等

バイオハザードを含む輸送と墜落後の手順 ― ― ― ― ― ― ―

法医学調査の写真測量 ― ― ― ― ― ― NFPA等
公共安全活動のためのペイロード・インターフェイス
と制御 F38 ― ― ― ― ― NFPA等

sUASの前方赤外線（IR）カメラセンサー機能 ― ― ― ― ― ― NFPA等

UAS対応ロボット F54.09 ― ― ― ― ― NFPA等

UASの軽減 ― SC-238 ― WG-115 ― ― ―(政府機関)

公共安全活動のためのテザーUASの使用 F38 ― ― ― ― ― NFPA等

UASの検知 ― SC-228 ― ― ― ― ―(政府機関)

UASのFEMA ICS運用、航空運用への統合 ― ― ― ― ― ― ―(政府機関)

公共安全UAS運用のためのデータフォーマット F38 ― ― ― ― ― NFPA等

保険 ― ― ― ― ― ― ― ―

優先度高
(Tier 1)

優先度高
(Tier 2)

優先度高
(Tier 3)凡例： 優先度中 優先度低

* NFPA：The National Fire Protection Association



３.今年度(2025年度)以降の取組内容
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3. 今年度(2025年度)以降の取り組み

今後も国内外で情報共有すべき重要事項が出てくるため、月次レポートや意見交換会、イベ
ントへの参加などを継続していく。

国内⇒海外
•UTMサービスプロバイダー認定基準
•多数機同時運航の要件
•各種実証成果

海外⇒国内
•Part 108の公開
• ICAO AAM SGの議論進展
•SORA 2.5の運用状況
•UTM実装 等

国内⇒国内
•有人機-無人機間の情報共有
•多数機同時運航の要件
•各種実証成果
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